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Abstract 
In this paper sorne rneasurable conditions of the static electricity by rneans of the vacuurn tube 
electrorneter are treated with detail. In this problern three capacitances --arnong the obj巴ctto be 
rn巴asured，the rneasuring electrod巴， and the earthed conductors-being important， these are measured 
by the“electrolytic五eld_analyzer" rnethod. Using these data， we have treated about rneasuring the 
surface charge voltage， the space charge distribution in the insulating liquid， and the electric field strength 
induced by the charged bodies， and then some following results ar巴obtained: a) the absolut巴valu巴
of the surfac巴 chargewill be rneasured when the shield pipe is set on the object ; b) the space charge 
distribution in the liquid will be discrirninated only very roughly; c) th巴 relativevalu白。fthe五eld





























置の電場 Ev乙応じてそれぞれの表面に電荷が生ずる。 そのときに現われた電荷 Qは(1)式で
表される。
Q =fe.E [C] ( 1) 
ここで Eは電場ぺクトノレでその大さの単位は [Vjm]， feは一般に測定電極の形・寸法・その
附近にある誘電体の誘電率等によって与えられる関数である。そのときの測定電極の表面電位
Vは(2)式で表わされる。
V= -~E dr [V] (2 ) 
ここで rは荷電体からの距離ペクト jレである。またこの表面電位 V と電荷 Qとの聞には， (3) 
式の関係が成立する。
V=QjC (3 ) 
この比例定数 Cが被測定系と測定電極との聞の静電容量で，乙の (3)式を用いると回路的取扱













V。二Qo/C，。 (4 ) 









~o (h-reo) (5 ) 
ここで ro<f; hの条件が成立する範囲内では C。は近似的lこ(6)式で表わされる。
















急、に近づけたときに Sが閉じることを示している。第2園の回路を Sを閉ぢてがら後の Viに
ついて解けば (7)式が得られる。
~， G C， Vo _t_. 











にはう時定数 R包 C乞の値を大きくすることがのぞましい。 電ド'-... (a) 
圧 I ______ 次に (7)式にもとづいて，Co， C1および Ciの大きさを




0ー.7Ro [pF] (8 ) 
こ乙で R。は対象面と等価な金属円板の半径で cm表わし
たものである。 C，は dの値によって大きく変るが， 一般
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第3図 グリッド入力波形







































測定値から確かめなければならない。この場合の CoとC1 は次のようにして求められる。 C，
については第5図に示すように，まず液面の A。部分と測定電極との聞の Ciと液面から 1"12， 






2π(Ro+ltan tJ) (12) 
c. 電場の強さの測定
上記の測定系を用いて電場を測定するときは A とBで用いたと同様の原理で使うこと
ができる。電場lとより測定電極上lと誘起される電荷量は (6)式が成立する範囲内では Q拙 =Cm
xV，nで， C怖はその電極白身の静電容量で，V:叫はその表面電位である。その電極の片面だけ







この関係を与える Vmは第2図の一般的等価入力回路では C，の両端電圧になり，C，=Cm 
lこなる。また，C~~C，。と C， ~C.。の関係が成立する場合は， Coは短絡し C，と C乞が並列に入
って‘ V川は (14) 式の V~. で与えられる。
T7I _ Ci土空竺 v
y m C叫 十冊
(249) 
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定された抵抗 Rmとこれに等価な静電容量 C との聞には (15)式の関係がある。
こ乙で ε1は実際の媒質の比誘電率である。
次lこモデノレについて抵抗を測定するには若干の工夫がいる。実際の










ここで単位を， Cでは [F]に Rmでは[.iJ]に，比伝導度 7では [o/m]
に，aを実際のものとモデjレとの聞の長さの比に，誘電率 ε=8.855>< 10-12 
e， iこすれば， (15)式は (16)式で表わされる。
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第 9図 測定系を液面においたときの]C1:と勺;との関係





乙の場合は (111 式を用いるのであるがラ実際は 1~0 で m を調整して適当な測定範囲に入







する c~ の値はラ第 12 図の曲線から c~
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第13図 測定電極とその前面にあるし平へい筒との聞の静電容;震と dの関係
めると第15図と第 16図に示すようになる。第15図で点1はしゃへい円筒の断面の半径の値
で，点2は1= l[cm]のときの測定値であるが，1とR の関係が直線的であると仮定して，R= 
5.05 [cm] fと対する lの値の有効な限界を推定したのが点3である。これらの測定値は不足でし
かもやや不確実であるが d>0.5[cm]では第 16図に示すよう l己どθの大きさは dに関係な
く一定で大体 θ~=400 附近になる。 このようにして測定対象の含まれる範囲が直円錐台と近似
(253) 
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の1iYuは第17医!のようになる。これは d= 1.5 [cm]にとって，穣々の lに対して C1を空気煤
質の中として測定した値である。しかし実際では空気と液体の複合誘電体であるので，図に示
すように空気部の容量を Ci， 液体部分の容量を Ci'とすれば C1はCiとCi'の直列接続の合
成容量になる。 乙の関係と第17図の (A)曲線を用い，液体の誘電率ε='2として計算すると
(B)曲線の分布を示す。















































価半球面として，その Coの値は円心球間静電容量として計算すればヲ第 18図の (A)と(B)の
曲線が得られる。 (A)曲線は液の深さが50cmの， (B)曲線は 100cmの場合を示す。吏に測定
系を近づけた影響は C;で与えられるが，この C6は測定も計算も困難であるので大ざっぱな近
似計算を行なうことにする。媒質を空気として測定された第四図 (A)曲線から，1 = 0のと
きの C;の値を C;，とし l= l のときの液体部分だけの静電容量を C~ε とすれば， C6は C61
とC;，を直列接続した合成容量と等価であると仮定して計算すると同図の (B)曲線が得られる。
乙れを第四図に移すと(c)曲線になる。 この図の (A)または (B)曲線と (C)曲線とを比較して
れの式を検討するとつぎの関係が得られる。
表面に接近している液体では C6~C。であるので (11) 式から (18) 式の関係が得られ
れ=(会)(g:)κ (18) 
また液体の深さの 1/5より深い液体部分に対しては， C~ <{ C。であるので (19)式の関係が得ら
れる。
れ=(念)Vo (19) 
との (18)式は (11)式と同じ関係であるが，V，乞を lの関数として求めるのが困難である。 しか
し近似的には Jが小さいところでは第 14園を適用することができる。 (19)式において，CiはJ









~LL k[ ~ ，C，/ (Cο+C~) I (C， /C，) 
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